
学術講演 第２日目 ５月１０日（金）

第２会場（１０階「1001」）

第 ２５ 群 スポーツ （９：２０～１０：２０）

座長：田中 康広（獨協医科大学）山中 敏彰（奈良県立医科大学）
O―１４１ 急性高山病の関連疾患と高所でのバランス機能―耳

鼻咽喉科領域からの研究アプローチ―
井出里香 （東京都立大塚病院）

O―１４２ 耳管開放症を伴うスクーバダイバー患者の検討 北島尚治 （北島耳鼻咽喉科医院）

O―１４３ トップデフスイマーの平衡機能の障害とその代償 塩崎智之 （奈良県立医科大学）

O―１４４ スポーツ外傷 鼻骨骨折と眼窩吹き抜け骨折 福田裕次郎 （川崎医科大学）

O―１４５ 飛込トップアスリートのバランス感覚について―オ
リンピック代表を例に―

泥谷匡祥 （和歌山県立医科大学）

O―１４６ プール競技アスリートの鼻症状について―飛込選
手―

大谷真喜子 （和歌山県立医科大学）

第 ２６ 群 小児気管 （１０：２０～１１：２０）

座長：齋藤康一郎（杏林大学）須藤 敏（沖縄県立中部病院）
O―１４７ 当科における小児気道外来・音声外来を受診した患

児の臨床検討
宮本 真 （杏林大学）

O―１４８ 吹奏楽器演奏時における鼻咽腔閉鎖機能不全の１例 森下大樹 （横浜市立大学）

O―１４９ 小児睡眠時無呼吸症における手術前後での咽頭扁
桃・口蓋扁桃の大きさと無呼吸低呼吸指数に関する
検討

木村文美 （藤田医科大学ばんたね病
院）

O―１５０ EXIT法下に気管切開術を施行した新生児の１例 浅井康徳 （藤田医科大学）

O―１５１ 当院の小児気管切開術症例の検討 須藤 敏 （沖縄県立中部病院）

O―１５２ 小児気管孔管理―工夫と取組み― 三宅成智 （鳥取大学）

第 ２７ 群 小児中耳 （１１：２０～１２：２０）

座長：飯野ゆき子（東京北医療センター）植田 広海（愛知医科大学）
O―１５３ 小児滲出性中耳炎における血液学的炎症指標を用い

た予後関連因子の検討
西山崇経 （慶應義塾大学）

O―１５４ 当院における小児慢性滲出性中耳炎に対する鼓膜チ
ューブ挿入術についての臨床統計

利國桂太郎 （国家公務員共済組合連合
会立川病院）

O―１５５ ワイドバンドティンパノメトリー（WBT）を用い
た滲出性中耳炎の診断―（２）

上出洋介 （かみで耳鼻咽喉科クリニ
ック）

O―１５６ 小児における中耳癒着症の癒着型真珠腫発症への危
険因子の検討

吉田沙絵子 （東京北医療センター）

O―１５７ 就学後に見つかった小児先天性真珠腫の検討 菅 太一 （愛知医科大学）

O―１５８ 当科における就学前小児真珠腫症例の検討 福本一郎 （東京女子医科大学東医療
センター）
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第３会場（１０階「1002」）

第 ２８ 群 鼻副鼻腔１ （９：２０～１０：２０）

座長：假谷 伸（岡山大学）森本 浩一（神戸大学）
O―１５９ 当科における歯性上顎洞炎手術症例の経過～原因歯

の分類と原因歯牙の温存率～
伊東明子 （東京都立多摩総合医療セ

ンター）

O―１６０ 鼻副鼻腔の逆性歯牙の５例 大塚雄一郎 （千葉市立海浜病院）

O―１６１ 歯性副鼻腔炎手術症例の検討 平野康次郎 （昭和大学）

O―１６２ 鼻内視鏡手術を施行した上顎洞歯科異物の検討 井伊里恵子 （筑波大学）

O―１６３ 慢性咳嗽患者における呼吸機能と副鼻腔 CT所見の
検討

假谷 伸 （岡山大学）

O―１６４ 鼻・副鼻腔手術と咽頭症状の関連性の検討 齋藤秀和 （秋田大学）

第 ２９ 群 鼻副鼻腔２ （１０：２０～１１：２０）

座長：飯田 誠（東京慈恵会医科大学）松根 彰志（日本医科大学）
O―１６５ 温水を使用したイリゲーション付き手術支援機器の

効果について
達富真司 （細田耳鼻科 EAR CLINIC）

O―１６６ 内視鏡鼻副鼻腔手術におけるエチル２―シアノアク
リレートの使用経験

平位知久 （県立広島病院）

O―１６７ 好酸球性鼻副鼻腔炎と ENT―DIBカテーテル治療 松根彰志 （日本医科大学武蔵小杉病
院）

O―１６８ 内視鏡下経鼻アプローチトレーニングにおける
NVP固定 cadaverの有用性

横井秀格 （杏林大学）

O―１６９ DNAH11の変異によると考えられた原発性線毛運
動不全症の２症例

松田恭典 （三重大学）

O―１７０ 鼻副鼻腔に発生した線維性骨病変について 海老原 央 （東京慈恵会医科大学）

第 ３０ 群 鼻副鼻腔３ （１１：２０～１２：２０）

座長：上田 勉（広島大学）上條 篤（埼玉医科大学）
O―１７１ 経蝶形骨洞内視鏡手術における頭蓋底閉鎖法の検討 天津久郎 （多根総合病院）

O―１７２ 拡大前頭洞手術における遊離下鼻甲介粘膜弁の有用
性について

川住知弘 （広島大学）

O―１７３ Pott’s puffy tumorに対し脳神経外科と形成外科３
科合同にて遊離皮弁を用いた頭蓋底再建術を施行し
た２例

今井彩香 （東京慈恵会医科大学）

O―１７４ 頭蓋形成術後発生した前頭洞嚢胞の２例 御任一光 （群馬大学）

O―１７５ 篩骨洞原発髄膜腫の１例 岡 峰子 （JCHO東京山手メディカ
ルセンター）

O―１７６ 副鼻腔嚢胞による視力障害発症後、２週間後の手術
で視力が回復した１例

橘 澄 （東京都立多摩総合医療セ
ンター）
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第４会場（１０階「1003」）

第 ３１ 群 人工内耳 （９：２０～１０：３０）

座長：川瀬 哲明（東北大学）河野 淳（東京医科大学）
O―１７７ 人工内耳装用例における補聴器装用の意義 島貫茉莉江 （済生会宇都宮病院）

O―１７８ 成人以降に人工内耳手術を施行した先天性高度難聴
症例の検討

白井杏湖 （東京医科大学）

O―１７９ 日本耳鼻咽喉科学会人工内耳報告書からみた本邦に
おける人工内耳医療の現状

樫尾明憲 （東京大学）

O―１８０ 人工内耳術後の残存聴力温存予測因子の検討～第２
報～

高橋優宏 （国際医療福祉大学三田病
院）

O―１８１ 当科における人工内耳症例（１６０例）について 藤坂実千郎 （富山大学）

O―１８２ 残存聴力活用型人工内耳術後聴力の長期成績 東野哲也 （宮崎大学）

O―１８３ Underwater法による人工内耳埋め込み術の灌流液
について

山内大輔 （東北大学）

第 ３２ 群 人工内耳症例 （１０：３０～１１：１０）

座長：寺西 正明（名古屋大学）日高 浩史（関西医科大学）
O―１８４ 次世代シークエンス解析でMYO15A 変異が認めら

れた成人重度難聴症例に対し人工内耳埋め込み術を
施行した１例

小林万里菜 （国家公務員共済組合連合
会虎の門病院）

O―１８５ 神経線維腫症Ⅱ型患者に人工内耳挿入後、MRIに
より人工内耳磁石逸脱を来した１例

日高浩史 （関西医科大学）

O―１８６ 急性高度難聴による失聴を伴って発症した Good症
候群に対して人工内耳埋込術を施行した１例

森 安仁 （国家公務員共済組合連合
会虎の門病院）

O―１８７ 人工内耳手術を施行した Charcot―Marie―Tooth病
の２症例

吉田忠雄 （名古屋大学）

第 ３３ 群 TEES （１１：１０～１２：２０）

座長：大石 直樹（慶應義塾大学）山内 大輔（東北大学）
O―１８８ 経外耳道的内視鏡下耳科手術を円滑に進めるために 西池季隆 （大阪労災病院）

O―１８９ 経外耳道的顕微鏡内視鏡併用鼓室形成術 Trans-
meatal Microscopic and Endoscopic Ear Surgeryの
有用性

細田泰男 （細田耳鼻科 EAR CLINIC）

O―１９０ 先天性中耳奇形に対して施行した経外耳道的内視鏡
下アブミ骨手術

大木雅文 （埼玉医科大学総合医療セ
ンター）

O―１９１ 先天性真珠腫に対する当科の治療成績 窪田俊憲 （山形大学）

O―１９２ 中耳真珠腫に対する経外耳道的内視鏡下耳科手術で
の scutumplastyの検討

村井尚子 （京都第二赤十字病院）

O―１９３ 中耳真珠腫における半規管瘻孔に対する、水中内視
鏡下での瘻孔閉鎖術の検討

本蔵陽平 （東北大学）

O―１９４ 3 hands surgeryでの経外耳道的内視鏡下耳科手術
（TEES）

藤岡正人 （慶應義塾大学）
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第５会場（１０階「1004＋1005」）

第 ３４ 群 聴覚臨床１ （９：２０～１０：２０）

座長：青木 光広（岐阜大学）岩﨑 真一（東京大学）
O―１９５ 当科難聴外来における軽・中等度難聴患者の補聴器

装用状況についての検討
荻原敦子 （北里大学）

O―１９６ 軟骨伝導補聴器装用希望者の受診契機について 西村忠己 （奈良県立医科大学）

O―１９７ 当院における軟骨伝導補聴器の試用経過 杉内智子 （杉内医院）

O―１９８ 当科における補聴器装用者のフィッティングと処方
ターゲットの比較

古木省吾 （北里大学）

O―１９９ 突発性難聴に対する全身ステロイド療法・鼓室内ス
テロイド療法の併用療法について

松浦省己 （国家公務員共済組合連合
会横浜南共済病院）

O―２００ 高気圧酸素療法を施行しなかった突発性難聴症例の
検討

永野広海 （鹿児島大学）

第 ３５ 群 聴覚臨床２ （１０：２０～１１：２０）

座長：曾根三千彦（名古屋大学）谷川 徹（愛知医科大学）
O―２０１ WHO難聴予防啓発活動Make ListeningSafeの動向

と日本の動き（２０１８年１２月のWHO会議出席報告）
中川雅文 （国際医療福祉大学）

O―２０２ 茨城における製造業事業所の騒音レベルならびに作
業従事者の聴力の実地調査

和田哲郎 （筑波大学）

O―２０３ 一般地域住民に対する調査における騒音暴露と難聴
の関連―岩木健康増進プロジェクトにおける検討―

佐々木 亮 （弘前大学）

O―２０４ 小中学校の学校検診から聴力の精密検査のため受診
した小児の検討

増田佐和子 （三重病院）

O―２０５ 認知症予防のための聴覚検診＜第３報＞ 中澤 宏 （中沢耳鼻咽喉科）

O―２０６ ベトナム、ニャチャン市における２歳未満児の滲出
性中耳炎有病率と上咽頭肺炎球菌保菌率

佐藤智生 （長崎大学）

第 ３６ 群 聴覚臨床３ （１１：２０～１２：２０）

座長：飯田 政弘（東海大学）成田 憲彦（福井大学）
O―２０７ 神奈川県での耳の日相談会の結果報告 寺崎雅子 （小田原市立病院）

O―２０８ 当科における研修医向けめまい講習についての検討 海邊昭子 （獨協医科大学埼玉医療セ
ンター）

O―２０９ 秋田県における新生児聴覚スクリーニングの結果と
課題

佐藤輝幸 （大曲厚生医療センター）

O―２１０ 大阪府における新生児聴覚スクリーニング refer症
例の経過調査

太田有美 （大阪大学）

O―２１１ 聴覚障害・言語発達障害児に対する専門外来―児童
発達支援・放課後等デイサービス事業による対応

福島邦博 （さくら会早島クリニック）

O―２１２ 当科における視覚聴覚二重障害児の検討 深美 悟 （獨協医科大学）
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第６会場（１０階「1006＋1007」）

第 ３７ 群 遺伝性難聴 （９：２０～１０：２０）

座長：藤岡 正人（慶應義塾大学）南 修司郎（東京医療センター）
O―２１３ 劣性遺伝が疑われた難聴同胞症例の検討 仲野敦子 （千葉県こども病院）

O―２１４ 当科で診療を行ったアッシャー症候群１７例の検討 石川浩太郎 （国立障害者リハビリテー
ションセンター）

O―２１５ 自宅連日検査によるペンドレッド症候群の聴力変化
の記録とその解析検討

山野邉義晴 （慶應義塾大学）

O―２１６ 当院における難聴遺伝外来の現況とこころみ 細谷 誠 （慶應義塾大学）

O―２１７ ClinGen Hearing Loss Working Groupによる難聴
遺伝子バリアント評価のガイドライン

松永達雄 （東京医療センター）

O―２１８ OTOG遺伝子変異による軽中等度難聴 我那覇 章 （宮崎大学）

第 ３８ 群 耳科基礎（動物実験） （１０：２０～１１：２０）

座長：神崎 晶（慶應義塾大学）茂木 英明（信州大学）
O―２１９ TRAP染色を用いた中耳炎マウスにおける耳小骨の

破骨細胞の観察
鈴木 開 （慶應義塾大学）

O―２２０ RNA干渉を用いた成体難聴モデルマウスに対する
遺伝子治療

吉村豪兼 （信州大学）

O―２２１ リポポリサッカライドを加えた鼓室内投与による内
耳薬物動態の経時的変化に関する検討

高芝愛美香 （慶應義塾大学）

O―２２２ 活性酸素種過剰発現モデルマウスにおける聴覚機能
の解析

森岡繁文 （京都市立病院）

O―２２３ Insulin―like growth factor 1を用いた顔面神経麻痺
治療の基礎研究

杉山元康 （山形大学）

O―２２４ 小型霊長類コモンマーモセット側頭骨の解剖学的解
析による内耳薬剤投与経路の検討

栗原 渉 （東京慈恵会医科大学）

第 ３９ 群 教育 （１１：２０～１２：２０）

座長：國弘 幸伸（慶應義塾大学）若杉 哲郎（産業医科大学）
O―２２５ 国際医療福祉大学医学部における英語による器官別

統合講義（感覚器系）：授業について
岡野光博 （国際医療福祉大学）

O―２２６ 国際医療福祉大学医学部における英語による器官別
統合講義（感覚器系）：シミュレーション教育につ
いて

野口佳裕 （国際医療福祉大学）

O―２２７ どのような臨床実習が医学部生の興味をひくのか？ 神崎 晶 （慶応義塾大学）

O―２２８ 当院における初期研修医に対する取り組みの紹介 栃木康佑 （獨協医科大学埼玉医療セ
ンター）

O―２２９ 耳鼻咽喉科女性医師アンケート調査結果１―２００８年
と２０１８年との比較―

丸山裕美子 （日本耳鼻咽喉科学会 男
女共同参画委員会）

O―２３０ 日本耳鼻咽喉科学会女性医師アンケート結果２
―アンケートの自由記載からみえたこと

森田由香 （日本耳鼻咽喉科学会 男
女共同参画委員会）
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第７会場（１０階「1008」）

第 ４０ 群 平衡臨床１ （９：２０～１０：２０）

座長：宮下 武憲（香川大学）山下 裕司（山口大学）
O―２３１ 市中病院における内リンパ嚢手術症例の検討 小泉敏三 （日本生命病院）

O―２３２ 内リンパ嚢開放術前後における内耳造影MRIの検
討

北原 糺 （奈良県立医科大学）

O―２３３ 当院の救急外来を経由して耳鼻咽喉科入院となった
めまい症例の検討

金谷洋明 （とちぎメディカルセンタ
ーしもつが）

O―２３４ HINTSを用いた中枢性めまいの診断について 新藤 晋 （埼玉医科大学）

O―２３５ 好酸球性中耳炎 EOMと中耳炎を合併した好酸球性
多発血管炎性肉芽腫症 EGPAの比較

福田 篤 （北海道大学）

O―２３６ 経年変化により純音聴力閾値の上昇した聴覚失認３
症例の病理学的な検討

穐吉亮平 （東京医療センター）

第 ４１ 群 平衡臨床２ （１０：２０～１１：２０）

座長：鈴鹿 有子（関西医科大学）細川 誠二（浜松医科大学）
O―２３７ 頭位性めまい症…多くは卵形嚢病変か 稲福 繁 （愛知淑徳大学クリニック）

O―２３８ 後半規管型良性発作性頭位めまい症の頭位変換眼振
の疲労現象からの回復

今井貴夫 （大阪大学）

O―２３９ 頭振後眼振検査による外側半規管型良性発作性頭位
めまい症の患側推定

牛尾宗貴 （東邦大学医療センター佐
倉病院）

O―２４０ 浮遊耳石症、診断基準の試案 高橋正紘 （横浜中央クリニックめま
いメニエール病センター）

O―２４１ 持続性知覚性姿勢誘発めまい（PPPD）重症度診断
のための問診票の開発とサブクラスの検討

堀井 新 （新潟大学）

O―２４２ 当院めまい外来を受診した中枢性めまい症例の検討 鈴木宏隆 （日本医科大学）

第 ４２ 群 内耳臨床２ （１１：２０～１２：２０）

座長：小林 泰輔（高知大学）瀬尾 徹（近畿大学）
O―２４３ m.3243A＞G変異とm.1555A＞G変異を共に認めた

ミトコンドリア難聴の１例
石野岳志 （広島大学）

O―２４４ Auditory Neuropathyを合併した成人の Charcot―
Marie―Tooth病の２例

松田信作 （東京医療センター）

O―２４５ ６歳女児にみられた、いわゆるライトクプラの一例 篠原 宏 （河北総合病院）

O―２４６ 神経耳科学的検査からみた SCA6患者の１０年 吉田友英 （東邦大学）

O―２４７ 爆発事故が原因と考えられた急性内耳障害例 片岡祐子 （岡山大学）

O―２４８ アスピリン大量摂取による難聴の一例 村山正和 （小田原市立病院）

71―　　―



第８会場（１０階「1009」）

第 ４３ 群 鼻副鼻腔悪性 （９：２０～１０：２０）

座長：岸本 誠司（亀田総合病院）西野 宏（自治医科大学）
O―２４９ 両側鼻腔内に同時性・多発性に発生した HPV33関

連鼻腔癌の一例
井田翔太 （群馬大学）

O―２５０ 上顎洞に発生した Undifferentiated pleomorphic sar-
comaの１例

三橋泰仁 （福岡大学）

O―２５１ 動注化学放射線療法後に手術を行った T3、T4上顎
洞扁平上皮癌の組織学的治療効果判定の検討

山下 懐 （琉球大学）

O―２５２ 頭蓋底、斜台まで進展した巨大鼻中隔軟骨肉腫の一
例

宮本雄介 （九州大学）

O―２５３ 頭蓋底浸潤頭頸部悪性腫瘍のMRI像 小川武則 （東北大学）
O―２５４ 鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する鼻内内視鏡下頭蓋底手術

例の検討
南 和彦 （埼玉医科大学国際医療セ

ンター）

第 ４４ 群 がん免疫療法 （１０：２０～１１：２０）

座長：近松 一朗（群馬大学）本間 明宏（北海道大学）
O―２５５ Nivolumabを投与した再発・転移頭頸部癌４７例の生

存率と PD―L1発現率の検討
岡本伊作 （東京医科大学）

O―２５６ ニボルマブを投与した再発・転移頭頸部扁平上皮癌
における irAEの発現と治療効果の関係

真子知美 （九州大学医学研究院）

O―２５７ 再発転移頭頸部癌に対するニボルマブの後方視的多
施設研究

堀 龍介 （天理よろづ相談所病院）

O―２５８ ニボルマブ登場以降の治療選択肢の増加が再発転移
頭頸部癌症例の予後に及ぼす影響

小山哲史 （鳥取大学）

O―２５９ 頭頸部扁平上皮癌における炎症性バイオマーカ―と
ニボルマブの治療効果に関する検討

稲毛まな （横浜市立大学）

O―２６０ 頭頸部非扁平上皮癌におけるニボルマブ使用の検討 鹿子島大貴 （天理よろづ相談所病院）

第 ４５ 群 化学療法・放射線療法 （１１：２０～１２：２０）

座長：大上 研二（東海大学）折舘 伸彦（横浜市立大学）
O―２６１ 再発・転移性頭頸部扁平上皮癌に対する EX-

TREMEレジメンによる治療効果に関する多施設後
向きコホート研究

佐野大佑 （横浜市立大学）

O―２６２ 再発・転移頭頸部扁平上皮癌におけるセツキシマ
ブ・パクリタキセル併用療法の検討

野田大介 （山形大学）

O―２６３ CDDP耐性再発転移頭頸部癌に対するWeekly
PTX/Cmab治療

西野 宏 （自治医科大学）

O―２６４ 化学放射線療法に伴う粘膜炎発症における GNRIの
有用性について

中山雅博 （筑波大学）

O―２６５ 当科で施行したセツキシマブ併用放射線療法の有害
事象

若崎高裕 （九州大学）

O―２６６ CDDP不適の頭頸部扁平上皮癌症例へのセツキシ
マブ併用放射線療法の治療成績：放射線単独療法と
の比較

高橋剛史 （新潟県立がんセンター新
潟病院）
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第９会場（１２階「特別会議場」）

第 ４６ 群 頭頸部４ （９：２０～１０：２０）

座長：倉富勇一郎（佐賀大学）持木 将人（帝京大学）
O―２６７ 頭頸部領域に発生した spindle cell carcinomaの８

症例
山口裕貴 （浜松医科大学）

O―２６８ 頭頸部癌における再建手術後の皮弁発癌症例の検討 山本祐輝 （大阪国際がんセンター）

O―２６９ 他領域重複癌で分子標的薬を使用されている頭頸部
癌症例における治療上の問題点

那須 隆 （山形市立病院済生館）

O―２７０ 頭頸部扁平上皮癌治療後の肺転移症例の検討 宮丸 悟 （熊本大学）

O―２７１ 頭頸部癌外来化学療法における上腕ポートと末梢挿
入型中心静脈カテーテルの比較

正道隆介 （新潟大学）

O―２７２ circulating tumor DNA（ctDNA）を用いた頭頸部癌
モニタリング

古後龍之介 （北九州市立医療センター）

第 ４７ 群 中咽頭癌 （１０：２０～１１：２０）

座長：加藤 久幸（藤田医科大学）辻 裕之（金沢医科大学）
O―２７３ 中咽頭癌における原発巣 SUVmaxの予後予測能の

検討
井口聖名 （川崎市立川崎病院）

O―２７４ PCRによる HPV関連中咽頭癌の診断と患者背景 横島一彦 （日本医科大学）

O―２７５ 過去１０年間の当科における中咽頭癌症例の検討 音在信治 （大阪国際がんセンター）

O―２７６ 新 TNM分類に基づいた当科における中咽頭癌の治
療成績の検討

福角隆仁 （大阪大学）

O―２７７ DNAメチル化マーカーを用いた中咽頭癌に対する
化学放射線療法感受性予測に関する検討

黒川友哉 （千葉大学）

O―２７８ HPV関連中咽頭癌のエピゲノム：DNAメチル化お
よびヒストン修飾のゲノムワイド解析

安藤瑞生 （東京大学）

第 ４８ 群 下咽頭癌 （１１：２０～１２：１０）

座長：大脇 成広（滋賀医科大学）中溝 宗永（日本医科大学）
O―２７９ Nivolumab投与後に救済手術を行った下咽頭癌の再

発症例―腫瘍免疫環境と治療効果について―
佐藤公宣 （久留米大学）

O―２８０ 局所進行 p16陰性中咽頭癌・下咽頭癌に対する化
学放射線療法についての検討

松本 健 （大阪国際がんセンター）

O―２８１ 当科で加療を行った早期下咽頭癌１１８例の発見経緯
の検討

熊井良彦 （熊本大学）

O―２８２ （演題取り下げ）
O―２８３ 経口的手術は嚥下機能と栄養状態の長期予後を改善

する
森 照茂 （香川大学）

O―２８４ 下咽頭病変に対する ELPSの治療成績 岸本 曜 （京都大学）
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第１０会場（１２階「1202」）

第 ４９ 群 側頭骨 （９：３０～１０：２０）

座長：須納瀬 弘（東京女子医大東医療センター）三代 康雄（兵庫医科大学）
O―２８５ 耳科手術における 4K―3Dビデオ顕微鏡システム

ORBEYETMの使用経験
藤川太郎 （東京医科歯科大学）

O―２８６ 外耳道骨腫および側頭骨骨腫の５症例 戸田光紀 （香川大学）

O―２８７ 内頸動脈まで進展した錐体部真珠腫の手術２症例 高田雄介 （東京女子医科大学東医療
センター）

O―２８８ 側頭骨内顔面神経鞘腫４２例の臨床像 大石直樹 （慶應義塾大学）

O―２８９ 聴神経腫瘍の自然経過 高橋真理子 （名古屋市立大学）

第 ５０ 群 顔面神経 （１０：２０～１１：００）

座長：稲垣 彰（名古屋市立大学）和佐野浩一郎（東京医療センター）
O―２９０ 顔面帯状疱疹後に発症した中枢性顔面神経麻痺の一

例
松井宇宙輝 （トヨタ記念病院）

O―２９１ 末梢性顔面神経麻痺の治療前予後評価について―予
後予測スコアの汎用性―

若林 毅 （国家公務員共済組合連合
会立川病院）

O―２９２ 簡便な顔面神経麻痺重症度判定法の検討―４０点法の
２項目による判定―

阿部靖弘 （山形大学）

O―２９３ 顔面神経減荷術術中所見と術前MRI画像の比較 稲垣 彰 （名古屋市立大学）

第 ５１ 群 人工中耳 （１１：００～１１：４０）

座長：大崎 康宏（近畿大学）松田 圭二（宮崎大学）
O―２９４ 骨部外耳道骨欠損により両側混合難聴を来した神経

線維腫症Ⅰ型症例に対する VSBの効果
梶原 啓 （宮崎大学）

O―２９５ 人工中耳 Vibrant Soundbridge（VSB）術後にMRSA
感染を生じ骨固定型補聴器 Bahaへ変更した先天性
外耳道閉鎖症例

川島慶之 （東京医科歯科大学）

O―２９６ 術後耳に対する VSB人工中耳手術 金井理絵 （田附興風会医学研究所北
野病院）

O―２９７ VSB術後成績における予後因子の検討 小山 一 （近畿大学）

第 ５２ 群 基礎研究 （１１：４０～１２：２０）

座長：平野 隆（大分大学）谷口雄一郎（聖マリアンナ医科大学）
O―２９８ 無莢膜型肺炎球菌の仔マウス鼻腔における定着能力

についての研究
酒谷英樹 （和歌山県立医科大学）

O―２９９ 黄色ブドウ球菌およびレンサ球菌の上皮細胞接着に
対するホスホリルコリン重合体の阻害効果

井内寛之 （鹿児島大学）

O―３００ マウス経鼻免疫における結合性ホスホリルコリン化
合物（リピジュアシリーズ）の粘膜アジュバント効
果の検討

地村友宏 （鹿児島大学）

O―３０１ 家兎外耳道上皮剥離モデルに対する自己由来口腔粘
膜上皮細胞シート移植による治療効果の検証

稲垣太朗 （聖マリアンナ医科大学）
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